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 令和５年度第４回大府市子ども・子育て会議（要点記録） 

 

日 時：令和６年２月 19 日（月）午後１時 30 分～午後 2時 30 分 

場 所：大府市役所 全員協議会室 

 

出席委員：渡辺顕一郎、中村佳世子、福島芳恵、関元、早川和喜、加藤美穂子、澤田ま

なみ 

欠席委員：林田佳美、首藤良一、秋津佐智恵 

傍聴者： １名 

事務局：健康未来部長、子ども未来課長、子ども未来課主幹兼指導保育士、子ども未来

課子ども家庭係長、子ども未来課子ども支援係主任、子ども未来課子ども支援

係主事、幼児教育保育課長、幼児教育保育課指導保育士、幼児教育保育課保育

係長 

 

 

１.会長あいさつ 

 

  

２.議題 

（１）（仮称）大府市こども・若者計画に係るスケジュール及びアンケートについて 

 ※事務局より説明 

〈質疑応答〉 

 

会長 

国の方から示されているのが、資料として配布されているこども大綱及びこどもの居場

所づくりに関する指針です。これらが年末に示されて、大府市に限らずこども計画を策定

していく全国の各自治体が一斉に調査を進めているところです。 

先ほど事務局から各アンケート調査の回収率が示されましたが、もう一度お教えいただ

けますか。 

 

事務局 

 回収率は、就学前児童の保護者と小学校就学児童の保護者向けのアンケートは併せて約

58％、小中学生向けアンケートは約 62％、若者向けアンケートは約 25％となり、全体で

は約 52％です。 

 

会長 

 保護者向けのアンケ―トについて、就学前と小学校就学を別々で回収率を示すことはで

きますか。 

 

事務局 

 申し訳ありません、現在集計中です。 
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会長 

 分かりました。現在はアンケート集計中の段階での報告となりますが、これらのアンケ

ート結果に沿って（仮称）大府市こども・若者計画を策定していくこととなります。国の

方からも若者たちの意見を直接聞く場を設けるようにと示されているので、年度が替わっ

たら大府市としてもこどもや若者に直接ヒアリングを行う予定との報告でした。 

 

 

（２）令和６年度のこども・子育て支援に関する主な取組について 

 ※事務局より説明 

〈質疑応答〉 

 

会長 

 （２）「産後ケア事業」の対象者を教えてください。 

 

事務局 

 出産後１年以内の母子が対象です。これまでも実施していた事業ですが、新たに日帰り

型(短時間型)及びアウトリーチ型をメニューに追加するものになります。 

 

会長 

 出産後１年以内の母子であればだれでも対象になるのでしょうか。 

また、アウトリーチ型とは家庭訪問型と捉えたらよろしいでしょうか。 

 

事務局 

 市内に住所のあり育児不安がありサポートを受けたい方はだれでも利用することができ

ます。 

 おっしゃる通りです。 

 

会長 

 （６）「病児・病後児保育における広域連携の実施」について、名古屋市と連携すると

のことで、大府市内在住でも名古屋に近い方や名古屋に勤務場所があったり、名古屋の方

が利用しやすい方が名古屋の病児・病後児保育を利用でき、逆に名古屋市在住の方も大府

の病児・病後児保育を利用できるようになる、という理解でよろしいでしょうか。 

 

事務局 

 これまでも各施設の判断によって、市外の方を受け入れることは大府市も名古屋市も実

施していましたが、今回協定を結ぶことによって、市として、お互いの市の住民が同じ形

で利用することを可能にするものです。 
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委員 

 私のところでも施設型の病児保育を実施していますが、正直存続の危機です。その件は

保育係長とも相談をしているところです。私も医師会を通じて呼びかけをしていますが、

保育係長と協議中のこともあります。 

 

事務局 

 補足させていただくと、大府市は元々市内 NPO 法人による派遣型の病児保育を実施して

きました。派遣型ですと不定期の依頼にも対応しやすいのですが、施設型ですと建物を構

えて人の配置も必要になります。病児・病後児保育は空いている時には空いていて、集中

する時は集中するので、特に今の時期は医療機関の受診が集中しているなかで、事業を続

けていくことが難しい状況ということはお聞きしています。 

 名古屋では南生協病院ですとか大府市に近いところもありますので、選択肢を増やし、

平準化を図るために進めています。 

 

委員 

 （１）（２）といった結婚・妊娠・出産に関わる事業ですが、妊娠された方や出産された

方が全員平等にこのような情報を得るために、どういった方法で周知をするのでしょうか。

例えば、母子手帳を交付する際に保健センターからお知らせがあったり、出産した産院で

情報がもらえたりしたらよいのではと思いますが、市がどのように周知するつもりか知り

たいので教えてください。 

 

事務局 

 市としても広く周知したいので、広報おおぶや市公式ウェブサイトに掲載しつつ、先ほ

どおっしゃったように母子手帳を交付するタイミングは産前産後の事業を周知できるよい

機会なので、そこでおおぶ子育てガイドブックを配布しています。おおぶ子育てガイドブ

ックには市のこども・子育て施策の情報がまとまっていて、このような新事業も掲載して

いるので、母子手帳を交付する際に皆さまのお手元に届けられるようにしています。 

 

委員 

 妊娠期間で第一子の時は心に余裕があるのでそういったものもじっくり見ることができ

ますが、上の子がいたり出産直後は、そんな文字も読めないくらい疲弊しています。なの

で、これは個人的な意見ですが、例えば漫画だとすっと情報が入ってきます。私の場合は

子育ての本も全部漫画で見てしまったので、頭に入りやすいきっかけとして、その冊子の

なかに簡単に漫画でまとめられたページがあると見やすいのかなと思います。 

 

事務局 

 ２点補足させていただきます。 

１点目に、（９）「ひとり親家庭等大学受験料等利用助成」の助成金額につきまして、中
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学３年生の模擬試験受験料として上限 6,000 円、高校３年生の模擬試験受験料として上限

8,000 円と大学受験料として上限 53,000 円とします。義務教育以後の入学の入口を支援す

ることで、今後の貧困の連鎖を防ぐことを目的とした事業です。 

２点目に、（12）「若者仲間づくりイベント」につきまして、木曽町ツアーを計画してい

ましたが中止になり、市内のいちご農園でいちご狩りをしてバーベキューを行うことで進

めています。中身が変わってしまい申し訳ありませんが、訂正になります。 

 

委員 

 （11）「大府市学習支援事業まなポート」について。コロナで辞めてしまいましたが、私

も実際に５年前、ボランティアで、クリニックに来てもらって医学部志望の方を教えてい

ました。まなポートはすごくよい事業だと思いますが、どれくらいの規模で実施していま

すか。また、何名のスタッフがいて、何名のこどもが集まるのでしょうか。 

 

事務局 

 まなポートは横根公民館・長草公民館・東山公民館・森岡公民館の市内４か所の公民館

で実施しており、至学館大学の時安先生がつくられた NPO 法人が中心となりながら、至学

館大学や愛知教育大学などの在学生が、お兄さんお姉さん的な存在としてちょっと分かり

にくいところをサポートするという制度です。以前から実施している事業ですが、令和６

年度からは対象を中学生のみから小学生にも対象を広げて、勉強が少し分かりにくいと感

じるこどもたちに早い段階から来てもらいサポートしていくことが拡充の趣旨となります。 

 

事務局 

 定員は小学生が 60 名、中学生が 80 名となっています。 

 

委員 

 80 名も公民館に集まるのですか。また、教えるボランティアは何名いるのでしょうか。 

 

事務局 

 １つの公民館に一気に 80 名集まるわけではなく、４つの公民館併せての定員となりま

す。 

 

事務局 

 ボランティアは大体３～４名ほどで、講義形式というよりは分からないところをサポー

トしていく方法で進めています。 

 

会長 

 （12）「若者仲間づくりイベント」について、先ほど行先が変更になったと説明がありま

したが、若者ならだれでも対象になるわけではないですよね。やはりひきこもりでしたり、
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なかなか仲間をつくりにくい人たちが対象になるのでしょうか。また、若者の定義によっ

ては半ば中年期も入ってきますが、どのようになっているのでしょうか。 

 

事務局 

 ひきこもりといった縛りはなく、大府市に在住・在勤・在学や大府市に関心がある方で、

16 歳から 29 歳までの方が対象となります。先ほど申し上げましたが、一度木曽町で計画

していたところ、距離が遠いのと、時期的にも三連休の中日を予定していたため集まりが

悪く、予定を変更して 3/3 に市内で計画をしています。定員 30 名で現在参加者募集中です

ので、よろしくお願いします。 

 

 

（３）令和６年度保育施設の種別変更について 

 ※事務局より説明 

〈質疑応答〉 

 

委員 

 「こども誰でも通園制度（仮称）」について、利用日数が「１人あたり２日/月（上限 10

時間/月）」とあり、利用時間が「午前 10 時～午後２時」とありますが、これですと１日４

時間しか利用ができないことになりますがどうなのでしょうか。 

 

事務局 

 資料の誤りでして、申し訳ありません。利用時間は１日５時間で設定しています。よっ

て、利用時間は幅をもう少し広げて利用することが可能です。 

 

会長 

 利用日数の上限内なら、利用時間はあまり厳しいものではないのですね。 

 この制度を利用するこどもたちは、その子の年齢に合わせて通常のクラスに入るのでし

ょうか。 

 

事務局 

 現在実施しているモデル事業につきましては、先生がおっしゃったように、慣れてきた

ら通常の在園児クラスでお預かりすることもありますが、「こども誰でも通園制度（仮称）」

は内容が少し異なるので、どの段階でどのような形で保育していくのかを、今後施設側と

調整していきたいと考えています。 

 

会長 

 通常のクラスに入っていく場合もあれば、この制度を使っているこどもたちだけの小グ

ループで保育してく場合もあり、決まっているわけではないということでしょうか。 
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事務局 

 現在国から示されている実施方法には、単独で保育をするやり方や、通常クラスに入る

やり方など、全体で６種類ほど色々なパターンがあります。どういった方法で保育をして

いくかを施設とも今後協議をしていくという状況です。 

 

 

３．閉会あいさつ 

 

以上 


